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で
の
改
修
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
方
々
や
市
内
の
学
生
の
皆
さ

ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
「
み
ん
な
で

つ
く
る
み
ん
な
の
場
所
」
で
あ
る
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
竹
を
編
ん
で
つ
く
ら
れ
た
土
壁
、
木
の

撓し
な

り
を
活
か
し
た
柱
の
構

造
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
建

物
と
当
時
の
大
工
さ
ん
の

腕
の
凄
さ
に
驚
か
さ
れ
る

日
々
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
空
き
家
調

査
で
す
。
市
内
に
は
空
き

家
が
増
え
て
き
て
い
ま
す

が
、
正
確
な
数
や
場
所
、

状
態
な
ど
の
情
報
が
ま
と

　

こ
ん
に
ち
は
。
空
き
家

活
用
・
移
住
定
住
担
当
の

矢
動
丸
で
す
。
私
は
、
高

梁
市
内
城
下
町
エ
リ
ア
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
現
在
の
活
動
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
空
き
家
の
改
修
・

利
活
用
で
す
。
本
町
に
あ
る
元
駄

菓
子
屋
さ
ん
の
空
き
家
を
改
修

し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
集

ま
っ
て
交
流
で
き
る
場
所
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
全
て
手
作
業

空き家の改修作業の様子

ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

ま
ず
は
地
図
を
片
手
に
1
軒

ず
つ
確
認
し
な
が
ら
外
観
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。
近
所

に
空
き
家
が
あ
る
人
が
い

ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
ぜ
ひ
情
報

矢
や ど う ま る

動丸 祐
ゆ う こ

子  隊員

問高梁市日本遺産推進協議会事務局（日本遺産・歴まち推進室）☎２１-０２５７

旧
きゅう

広
ひろ

兼
かね

家
け

住
じゅう

宅
たく

  市重要文化財（建造物）

旧広兼家住宅　庭園

旧広兼家住宅

　　　　　 　広兼家は、江戸時代後期に中野村（現成羽町中野）大野呂の庄
しょうや

屋

を務めるとともに、小泉銅山（現成羽町小泉）の経営と弁柄の原料となる緑
ろ う は

礬

の生産に携わり、財産を築きました。２階建ての大型主屋、土蔵、長屋など

の建物群は、文化 7 年（1810）の建築とされ、楼
ろうもん

門が取り付く豪
ごうそう

壮な高
たかいしがき

石垣

は城
じょうかく

郭を思わせる屋敷構えを形成しています。また、居宅前方の尾
お

根
ね

上
うえ

には、

明治時代初期に「天
あまひろじんじゃ

広神社」が建てら

れ、広兼個人の神社として祀
まつ

られている

ほか、「衆
しゅう

楽
らく

園
えん

」と称する庭園が整備さ

れています。

　この住宅は、映画「八
や

つ墓
はかむら

村」のロ

ケ地として、昭和 52 年（1977）と平成

８年（1996）の２度にわたり、

使用されました。

　日本遺産に認定された「『ジャパンレッド』発祥の地―弁柄と銅の町・備中吹屋―」のストーリー
を構成する文化財を紹介します。

池上邸の雛人形の一部

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
城
下
町
エ
リ
ア
本
町
で
の
雛

人
形
の
飾
り
付
け
に
参
加
し
ま
し
た
。
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
雛
ま
つ
り
」
は
、

残
念
な
が
ら
今
年
も
中
止
で
す
が
、
雛
人

形
の
展
示
だ
け
で
も
で
き
れ
ば
と
、
地
域

の
方
が
中
心
と
な
り
「
池い
け
が
み
て
い

上
邸
」
で
飾
り

付
け
を
行
い
ま
し
た
。
段
飾
り
の
雛
人
形

が
並
ぶ
姿
は
本
当
に
圧
巻
で
す
。
４
月
４

日（
日
）頃
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
元
駄

菓
子
屋
さ
ん
の
空
き
家
改
修
が
完
成
し
た

ら
、
そ
こ
に
も
展
示
す
る
予
定
で
す
。

天広神社

自粛生活で飲酒量が増えていませんか？
村む
ら
か
み上 

有ゆ

き希
保
健
師

   

（
健
康
づ
く
り
課
）　

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う、不安や孤独
感、行動制限など環境の変化によるストレスをお酒で解消
することはとても危険です。自粛生活前より飲酒量が増え
ている人はお酒との付き合い方を見直してみましょう。

①飲酒量を記録する
②飲酒のルールを決める

備北保健所 ☎２１-２８３６
健康づくり課 ☎２１- ０２２８
新岡山県断酒新生会　総社・高梁支部　アル
コール健康相談（総社市ふれあいセンタ－）
 ☎０８６６- ９３- ４９８０

（毎月第３金曜日午後１時 30 分～３時）

相談窓口

飲酒量を減らすために

　過度の飲酒は、アルコール依存症だけで
なく対人関係の悪化や家族への迷惑などを
引き起こします。お酒との付き合い方を振
り返り、健康的な飲み方を心がけましょう。
　一人で解決できないときは、家族や友人、
公的機関へ相談しましょう。

問介護医療連携課☎２１-０３０４／（一社）高梁医師会☎２２-３８０１

市ウェブサイト「高梁 2025～地域医療の高梁モデル構築に向けた 100の検討とアクション～」に
これまでの議論の内容などを掲載しています。

⑨ 「高梁 2025」は、持続可能な地域医療体制の構築に
向けた取り組みの総称です。

医療と介護の両方を提供できる体制づくり
　高梁市在宅医療・介護連携推進協議会では、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けること

ができるよう、医療・介護関係者の顔の見える関係づくりや情報共有システムの構築など、在宅医療と介護を一

体的に提供できる体制づくりを推進しています。

　しかし、この１年間は新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、医療・介護関係者が一堂に会する研修会

や、多くの職種の人が集まる会議などの開催が困難な状況でした。そのような中でも、リモートでの研修会や会

議、市民公開講座の録画放送などにチャレンジし、専門職の資質向上・連携強化や市民の皆さんへ在宅医療と介

護について普及・啓発を進めていくことができました。特に、市民公開講座では、視聴者の皆さんから「コロナ

禍で研修会などが中止になる中、テレビ放送の視聴という形で参加できてよかった」「分かりやすかった」などの

声をいただきました。

　今後もピンチをチャンスと捉え、非常時

でも継続して対応できる新たな体制づくり

を検討し、持続可能な地域医療体制の構築

と「健幸都市たかはし」の実現に向け進ん

でいきたいと思います。

市民公開講座の寸劇収録の様子リモート研修会の様子

適量の目安
１日平均「純アルコール 20g 程度の飲酒」とされています。女
性や高齢者はアルコール分解速度が遅いので、半分程度の量を
目安にしましょう。

飲酒量を減らすための方法をご紹介します。
③おつまみを食べながら飲む
④休肝日を週２日以上作る

ビール 日本酒 ウイスキー ワイン 酎ハイ

１
日
の
適
量

中瓶１本
500ml

１合
180ml

ダブル１杯
60ml

グラス２杯
500ml

缶１本
350ml
（アルコール度数７％）

22Ｒ3 (2021) ３月23 Ｒ3 (2021) ３月


